
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレフタル酸単位を６０～１００モル％含有するジカルボン酸単位と、１，９－ノナン
ジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位を６０～１００
モル％含有するジアミン単位とからなる半芳香族ポリアミド（Ａ びにアミド基１個あ
たりの炭素数が７～１２であ

る脂肪族ポリアミド（Ｂ らな
ることを特徴

とするポリアミド組成物。
【請求項２】
　脂肪族ポリアミド（Ｂ）のアミド基１個あたりの炭素数が９であることを特徴とする請
求項１に記載のポリアミド組成物
【請求項３】
　半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して、さ
らに金属水酸化物および／または金属酸化物を０．１～２０重量部含有してなる請求項１

に記載のポリアミド組成物。
【請求項４】
　半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して、さ
らに臭素系難燃剤１～１００重量部および／または難燃助剤を０．１～５０重量部含有し
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り、１，９－ノナンジアミンおよび／または２－メチル－１

，８－オクタンジアミンからなる脂肪族ジアミンと脂肪族ジカルボン酸の脱水重縮合によ
り得られ ）か り、半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリア
ミド（Ｂ）との割合が前者／後者＝５０／５０～９０／１０（重量比）であ
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てなる請求項１～ のいずれか１項に記載のポリアミド組成物。
【請求項５】
　半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して、さ
らに結晶核剤を０．０１～１０重量部含有してなる請求項１～ のいずれか１項に記載の
ポリアミド組成物。
【請求項６】
　半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して、さ
らに充填剤を０．１～２００重量部含有してなる請求項１～ のいずれか１項に記載のポ
リアミド組成物。
【請求項７】
　請求項１～ のいずれか１項に記載のポリアミド組成物からなる成形品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ポリアミド組成物およびそれからなる成形品に関する。本発明のポリアミド組
成物は、極めて優れた成形性、靭性、軽量性を有するとともに、耐熱水性、耐熱性、力学
特性、低吸水性、耐薬品性などに優れることから、例えば産業資材、工業材料、家庭用品
などの成形材料として好適に使用することができる。
【０００２】
【従来の技術】
ナイロン６、ナイロン６６などに代表される結晶性ポリアミドは、その優れた特性と溶融
成形の容易さから、衣料用、産業資材用繊維、エンジニアリングプラスチックなどとして
従来から広く用いられている。しかしながら、その一方で、これらの汎用ポリアミドは、
耐熱性の不足、吸水による寸法安定性不良などの点で問題があることが指摘されている。
特に近年になって、電気・電子部品、自動車部品、エンジニアリングプラスチックなどの
分野に用いられるポリアミドに対して高度の性能が要求されており、例えば、電気・電子
部品では表面実装技術（ＳＭＴ）の発展に伴ってリフローハンダ耐熱性などの高い耐熱性
が求められるようになっており、またエンジンルーム部品などの自動車部品においても、
従来よりも一層耐熱性に優れるポリアミドが求められている。しかも、ポリアミドの用途
の拡大と相伴って、電気・電子部品および自動車部品のみならず、他の用途分野において
も、物性および機能に一層優れるポリアミドが求められており、特に、高耐熱性と併せて
、寸法安定性、機械的特性、耐薬品性などに優れるポリアミドの開発が求められている。
【０００３】
上記した要求に対して、テレフタル酸と１，６－ヘキサンジアミンからなるポリアミド（
以下ＰＡ６－Ｔと略称する）を主成分とする半芳香族ポリアミドが種々提案されている。
ＰＡ６－Ｔは、ポリマーの分解温度を超える３７０℃付近に融点が存在するため、溶融重
合、溶融成形が困難であり、実用に耐えるものではない。そのため、実際にはアジピン酸
、イソフタル酸などのジカルボン酸成分、またはε－カプロラクタムやラウロラクタムな
どのラクタムを３０～５０モル％共重合することにより、実使用可能な温度領域、すなわ
ち２８０～３２０℃程度にまで低融点化しているのが現状である。このように多量の第３
成分、場合によりさらに第４成分を共重合することは、確かにポリマーの低融点化には有
効なものの、一方では結晶性の低下、到達結晶化度の低下、耐熱性の低下、熱安定性の低
下などを伴い、その結果、高温化での剛性、耐薬品性、寸法安定性、溶融安定性などの諸
性能が低下するばかりでなく、成形サイクルの延長に伴う生産性の低下を招く場合もある
。
【０００４】
そこで上記した要求を満足するために、米国特許第５６７０６０８号明細書には、（ｉ）
テレフタル酸と１，９－ノナンジアミン、または（ ii）テレフタル酸、１，９－ノナンジ
アミンおよび２－メチル－１，８－オクタンジアミンからなるポリアミド（以下、これら
をＰＡ９－Ｔと略称することがある）が提案されている。ＰＡ９－Ｔは３２０℃付近に融
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点をもつため、実使用に際して何ら問題があるものではない。しかも高温下での剛性や耐
薬品性、寸法安定性、溶融安定性にも優れた性能を有している。しかしながら、通常の水
蒸気または熱水加温金型を使用した場合、結晶化度の不足による高温下の剛性、寸法安定
性などの性能の低下が見られるため、射出成形時の金型温度は実際には１４０℃という高
温に設定する必要がある。
【０００５】
そこで特開平１２－８６７５９号公報では、ＰＡ９－Ｔにアジピン酸、セバシン酸等の脂
肪族ジカルボン酸を共重合することにより、通常の水蒸気または熱水加温金型でも十分な
結晶性を有し、かつ高温下での剛性、寸法安定性、靭性、耐薬品性、溶融安定性に優れた
ポリアミドが提案されている。しかしながら、このポリアミドでは脂肪族ジカルボン酸を
共重合することによる耐熱性の低下が認められており、耐熱性を保持したまま、通常の水
蒸気または熱水加温金型でも十分な結晶性を有するポリアミドが求められている。さらに
電気・電子分野では、高い耐熱性が求められる表面実装方式（ＳＭＴ）が主流となってお
り、脂肪族ジカルボン酸を共重合する方法では、耐熱性の面で対応できなくなってきてい
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかして、本発明の目的は、ＰＡ９－Ｔ系ポリアミドの有する耐熱性、靭性、成形性、軽
量性、低吸水性、耐薬品性、溶融安定性を有するとともに、水蒸気または熱水加熱金型を
用いた低温での金型冷却が可能で、かつ得られる成形品が十分な結晶性、ひいては高温下
での耐熱性、剛性、寸法安定性を有するポリアミド組成物を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記の課題を解決するために鋭意検討した結果、テレフタル酸を主成分と
するジカルボン酸成分と、１，９－ノナンジアミンおよび２－メチル－１，８－オクタン
ジアミンを主成分とするジアミン成分から得られる半芳香族ポリアミドと特定の脂肪族ポ
リアミドとからなるポリアミド組成物が、融点を保持したまま、ガラス転移温度および結
晶化温度を大幅に低下させることができるため、優れた耐熱性を保持したまま、低温の金
型冷却でも十分な結晶性を有する成形品が得られ、靭性、成形性、軽量性、低吸水性、耐
薬品性、耐熱水性、溶融安定性などにも優れた性能を有することを見出した。特に上記の
ポリアミド組成物では融点を保持したまま、ガラス転移点を大幅に低下させることが可能
であるため、リフローハンダ工程の予備加熱の段階で水分が揮発し易くなり、加熱により
成形品表面に水脹れ状の脹れが生じる現象に対する耐性（耐ブリスタ性）が向上したこと
は意外であった。
【０００８】
さらに、本発明者らは、上記のポリアミド組成物に金属水酸化物および／または金属酸化
物を配合すると、アミド交換反応が抑制され、融点の低下が抑えられること、該ポリアミ
ド組成物に難燃剤および／または難燃助剤を配合すると、優れた難燃効果を示すこと、該
ポリアミド組成物に結晶核剤および／または充填剤を配合すると、上記した性能を保持し
たまま、結晶化速度が向上し、また優れた力学特性、特に高温下での優れた力学特性を有
することを見出し、これらの知見に基づいて本発明を完成させるに至った。
【０００９】
　すなわち、本発明は、テレフタル酸単位を６０～１００モル％含有するジカルボン酸単
位と、１，９－ノナンジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジアミ
ン単位を６０～１００モル％含有するジアミン単位とからなる半芳香族ポリアミド（Ａ

びにアミド基１個あたりの炭素数が７～１２であ

る脂肪族ポリアミド（Ｂ らな

ることを特徴とするポリアミド組成物に関する。
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【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明で使用する半芳香族ポリアミド（Ａ）におけるジカルボン酸単位は、テレフタル単
位を６０～１００モル％を含有する。テレフタル酸単位の割合が６０モル％未満の場合に
は、得られるポリアミドの耐熱性、耐薬品性が低下する。テレフタル酸単位の割合は、ジ
カルボン酸単位の７５～１００モル％の範囲内であることが好ましく、９０～１００モル
％の範囲内であることがより好ましい。
【００１１】
　上記のジカルボン酸単位は、テレフタル酸単位以外の他のジカルボン酸単位を含んでい
てもよく、該他のジカルボン酸単位としては、例えば、１，３－シクロペンタンジカルボ
ン酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸等の脂環式ジカルボン酸；イソフタル酸、２
，６－ナフタレンジカルボン酸、２，７－ナフタレンジカルボン酸、１，４－ナフタレン
ジカルボン酸、１，４－フェニレンジオキシジ酢酸、１，３－フェニレンジオキシジ酢酸
、ジフェン酸 ，４’－オキシジ安息香酸、ジフェニルメタン－４，４’－ジカルボン
酸、ジフェニルスルホン－４，４’－ジカルボン酸、４，４’－ビフェニルジカルボン酸
等の芳香族ジカルボン酸；マロン酸、ジメチルマロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピ
ン酸、２－メチルアジピン酸、トリメチルアジピン酸、ピメリン酸、２， ジメチルグ
ルタル酸、 ， －ジエチルコハク酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ウンデ
カン二酸、ドデカン二酸、ダイマー酸等の脂肪族ジカルボン酸から誘導される単位が挙げ
られ、これらの１種または２種以上を使用することができる。これらの中でも、イソフタ
ル酸などの芳香族ジカルボン酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカン二酸
が好ましく使用される。これらの他のジカルボン酸単位の割合は、４０モル％以下である
ことが好ましく、２５モル％以下であることがより好ましく、１０モル％以下であること
がさらに好ましい。さらにトリメリット酸、トリメシン酸、ピロメリット酸などの多価カ
ルボン酸から誘導される単位を溶融成形可能な範囲内で含んでいてもよい。
【００１２】
本発明で使用する半芳香族ポリアミド（Ａ）におけるジアミン単位は、１，９－ノナンジ
アミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位を６０～１００モ
ル％含有する。これらの単位の合計の割合が６０モル％未満の場合には、ポリアミドの靭
性、軽量性、低吸水性、耐薬品性、耐熱性、溶融安定性のいずれかが不満足なものになる
。上記の割合は７５～１００モル％の範囲内であることが好ましく、９０～１００モル％
の範囲内であることがより好ましい。１，９－ノナンジアミン単位と２－メチル－１，８
－オクタンジアミン単位を併用する場合、１，９－ノナンジアミン単位と２－メチル－１
，８－オクタンジアミン単位は、前者：後者のモル比が９９：１～１０：９０となる割合
で使用することが好ましく、９５：５～２０：８０となる割合で使用することがより好ま
しい。
【００１３】
上記のジアミン単位は、１，９－ノナンジアミンおよび２－メチル－１，８－オクタンジ
アミン以外の他のジアミン単位を含んでいてもよく、該他のジアミン単位としては、例え
ば、１，６－ヘキサンジアミン、１，７－ヘプタンジアミン、１，８－オクタンジアミン
、１，１０－デカンジアミン、１，１１－ウンデカンジアミン、１，１２－ドデカンジア
ミン等の直鎖脂肪族ジアミン；２－メチル－１，５－ペンタンジアミン、３－メチル－１
，５－ペンタンジアミン、２，２，４－トリメチル－１，６－ヘキサンジアミン、２，４
，４－トリメチル－１，６－ヘキサンジアミン、５－メチル－１，９－ノナンジアミン等
の分岐鎖状脂肪族ジアミン；シクロヘキサンジアミン、メチルシクロヘキサンジアミン、
イソホロンジアミン、ビス（４－アミノシクロヘキシル）メタン、ノルボルナンジメチル
アミン、トリシクロデカンジメチルアミン等の脂環式ジアミン；ｐ－フェニレンジアミン
、ｍ－フェニレンジアミン、ｍ－キシレンジアミン、ｐ－キシレンジアミン、４，４’－
ジアミノジフェニルスルホン、４，４’－ジアミノジフェニルエーテル等の芳香族ジアミ
ンなどから誘導される単位が挙げられ、これらの１種または２種以上を使用することがで
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きる。これらのうちでも、１，６－ヘキサンジアミン、１，７－ヘプタンジアミン、１，
８－オクタンジアミン、１，１０－ドデカンジアミン、１，１２－ドデカンジアミンから
誘導される単位が好ましい。これらの他のジアミン単位の割合は、４０モル％以下である
ことが好ましく、２５モル％以下であることがより好ましく、１０モル％以下であること
がさらに好ましい。
【００１４】
　本発明で使用する脂肪族ポリアミド（Ｂ）は、アミド基１個あたりの炭素数が７～１２
である。脂肪族ポリアミド（Ｂ 肪族ジアミンと脂肪族ジカルボン酸の脱水重縮合
により得られるポリアミドＭＮ（Ｍは脂肪族ジアミンの炭素数、Ｎは脂肪族ジカルボン酸
の炭素数を表し、７≦（Ｍ＋Ｎ）／２≦１２の関係を満足する） る。アミド基１個あ
たりの炭素数が７に満たない脂肪族ポリアミドと半芳香族ポリアミドからなる組成物では
、ガラス転移温度および結晶化温度が十分に低下せず、低温での金型冷却時に十分な結晶
性を持たせることができないばかりか、アミド基の増加により、吸水量が増加する。一方
、アミド基１個あたりの炭素数が１２を超える脂肪族ポリアミドと半芳香族ポリアミドか
らなる組成物では、脂肪族ポリアミドと半芳香族ポリアミドとの相溶性が低く、これらを
相溶させるために、高温度、長時間のブレンドが必要となり、生産性の向上が見込めない
ばかりか、重合度の低下、トリアミン、アンモニア等の副生成物の発生に伴う力学物性の
低下も見られる。
【００１６】
　ポリアミドＭＮに用いられる脂肪族ジアミ Ａ９Ｔとの相溶性および融点保持の
観点から、１，９－ノナンジアミンおよび／または２－メチル－１，８－オクタンジアミ
ンを使用す
【００１７】
　ポリアミドＭＮに用いられる脂肪族ジカルボン酸としては、コハク酸、グルタル酸、ア
ジピン酸、２－メチルアジピン酸、トリメチルアジピン酸、ピメリン酸、２， ジメチ
ルグルタル酸、 ， －ジエチルコハク酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ウ
ンデカン二酸、ドデカン二酸、ダイマー酸などが挙げられる。
【００１８】
　 リアミドＭＮとしては リアミド９６、ポリアミド９９、ポリアミド９１０、ポリ
アミド９１ 好ましく、本発明で使用する脂肪族ポリアミド（Ｂ）としては、ポリアミ
ド組成物の低ガラス転移温度化、低結晶化温度化、低吸水化、半芳香族ポリアミドである
ＰＡ９－Ｔとの相容性の観点から、アミド基１個あたりの炭素数が９であるポリアミドが
より好ましく リアミド９９がさらに好ましい。ポリアミド９ 、ジアミン単位が１
，９－ノナンジアミン単位および／または２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位か
らな 、１，９－ノナンジアミン単位と２－メチル－１，８－オクタンジアミン単位の割
合は、前者対後者のモル比で１００：０～７０：３０の範囲内が好ましく、９５：５～８
０：２０の範囲内がより好ましい。また本発明で使用する脂肪族ポリアミド（Ｂ）は、１
種または２種以上を使用することができる。
【００１９】
本発明で使用する半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）との割合は、前者
／後者＝５０／５０～９０／１０（重量比）の範囲内である。両者の割合がこの範囲内に
あると、射出成形時に水蒸気または熱水加温金型を使用した場合においても、成形品の結
晶化が十分に進行し、溶融流動性、靭性などに優れる成形品が得られる。脂肪族ポリアミ
ド（Ｂ）の割合が上記した範囲より少ないと、十分にガラス転移温度および結晶化温度を
低下させることができず、水蒸気または熱水加温金型を用いた場合、十分に結晶化を進行
させることができず、引張強度および高温時の剛性が低下する。一方、脂肪族ポリアミド
（Ｂ）の割合が上記した範囲を超えると、耐熱性が著しく低下する。半芳香族ポリアミド
（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）との割合は、前者／後者＝６０／４０～９０／１０（重
量比）の範囲内であることが好ましく、前者／後者＝６０／４０～８５／１５（重量比）
の範囲内であることがより好ましい。
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【００２０】
本発明で使用する半芳香族ポリアミド（Ａ）および脂肪族ポリアミド（Ｂ）は、分子量の
安定化および溶融安定性の観点から、その分子鎖の末端基の１０％以上が末端封止剤によ
り封止されていることが好ましく、末端基の５０％以上が封止されていることがより好ま
しく、末端基の８０％以上が封止されていることがさらに好ましい。
【００２１】
末端封止剤としては、ポリアミドの末端のアミノ基またはカルボキシル基との反応性を有
する単官能性の化合物であれば、特に制限はなく、反応性および封止末端の安定性などの
点から、モノカルボン酸またはモノアミンが好ましく、取扱いの容易さなどの点から、モ
ノカルボン酸がより好ましい。その他、無水フタル酸などの酸無水物、モノイソシアネー
ト、モノ酸ハロゲン化物、モノエステル類、モノアルコール類も使用できる。
【００２２】
末端封止剤として使用されるモノカルボン酸としては、アミノ基との反応性を有するもの
であれば特に制限はなく、例えば、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、カプロン酸、カ
プリル酸、ラウリン酸、トリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ピ
バリン酸、イソ酪酸等の脂肪族モノカルボン酸；シクロヘキサンカルボン酸等の脂環式モ
ノカルボン酸；安息香酸、トルイル酸、α－ナフタレンカルボン酸、β－ナフタレンカル
ボン酸、メチルナフタレンカルボン酸、フェニル酢酸等の芳香族モノカルボン酸；これら
の任意の混合物などを挙げることができる。これらのうちでも、反応性、封止末端の安定
性、価格などの点から、酢酸、プロピオン酸、酪酸、吉草酸、カプロン酸、ラウリン酸、
トリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、安息香酸が好ましい。
【００２３】
末端封止剤として使用されるモノアミンとしては、カルボキシル基との反応性を有するも
のであれば、特に制限はなく、例えば、メチルアミン、エチルアミン、プロピルアミン、
ブチルアミン、ヘキシルアミン、オクチルアミン、デシルアミン、ステアリルアミン、ジ
メチルアミン、ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジブチルアミン等の脂肪族モノアミ
ン；シクロヘキシルアミン、ジシクロヘキシルアミン等の脂環式モノアミン；アニリン、
トルイジン、ジフェニルアミン、ナフチルアミン等の芳香族モノアミン；これらの任意の
混合物などを挙げることができる。これらのうちでも、反応性、封止末端の安定性、価格
などの点から、ブチルアミン、ヘキシルアミン、オクチルアミン、デシルアミン、ステア
リルアミン、シクロヘキシルアミン、アニリンが好ましい。
【００２４】
本発明で使用する半芳香族ポリアミド（Ａ）および脂肪族ポリアミド（Ｂ）は、結晶性ポ
リアミドを製造する方法として知られている任意の方法を用いて製造することができる。
例えば、酸クロライドとジアミンを原料とする溶液重合法または界面重合法；ジカルボン
酸とジアミンを原料とする溶融重合法、固相重合法、溶融押出重合法などの方法により製
造することができる。
【００２５】
以下に、半芳香族ポリアミド（Ａ）の製造方法の一例を示す。最初にジアミンおよびジカ
ルボン酸に対して、必要に応じて触媒および末端封止剤を一括して添加し、ナイロン塩を
製造した後、２００～２５０℃の温度において濃硫酸中３０℃における極限粘度［η］が
０．１～０．２５ｄｌ／ｇのプレポリマーとし、さらに固相重合するか、または溶融押出
機を用いて重合することにより、容易にポリアミドを製造することができる。プレポリマ
ーの極限粘度［η］が０．１～０．２５ｄｌ／ｇの範囲内であると、後重合の段階におい
てカルボキシル基とアミノ基のモルバランスのずれおよび重合速度の低下が少なく、さら
に分子量分布の小さな、各種物性および成形性に優れたポリアミドが得られる。重合の最
終段階を固相重合により行う場合、減圧下または不活性ガス流通下に行うことが好ましく
、重合温度が１８０～２６０℃の範囲内であれば、重合速度が大きく、生産性に優れ、着
色およびゲル化を有効に抑えることができる。重合の最終段階を溶融押出機により行う場
合の重合温度は、３５０℃以下であることが好ましく、かかる条件で重合すると、ポリア
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ミドの分解がほとんどなく、劣化のないポリアミドが得られる。
【００２６】
以下に、脂肪族ポリアミド（Ｂ）の製造方法の一例を示す。最初にジアミンおよびジカル
ボン酸に対して、必要に応じて触媒および末端封止剤を一括して添加し、２００～２５０
℃の温度において重縮合により発生する水を除去しながら、重合反応を進行させる。水を
ある程度除去し終えたら、減圧下で重合を追いこむことにより、容易にポリアミドを製造
することができる。重合の前反応は不活性ガス雰囲気下に行うことが好ましく、重合温度
が２００～２５０℃の範囲内であれば、重合速度が大きく、生産性に優れ、着色およびゲ
ル化を有効に抑えることができる。
【００２７】
ポリアミドを製造する際に、重縮合速度の増加および重合時に生成したポリアミドが劣化
するのを防止する目的で、リン酸、亜リン酸、次亜リン酸、それらの塩またはエステルな
どのリン系触媒を反応系に添加することが好ましい。これらのうちでも、生成するポリア
ミドの品質の点から、次亜リン酸、その塩またはエステルが好ましく、価格および取り扱
いの容易さから、次亜リン酸ナトリウムがより好ましい。これらのリン系触媒の添加量は
、ジカルボン酸およびジアミンの合計量に対して０．０１～５重量％であることが好まし
く、０．０５～２重量％であることがより好ましく、０．０７～１重量％であることがさ
らに好ましい。また、上記の末端封止剤の使用量は、使用する末端封止剤の反応性、沸点
、反応装置、反応条件などによって適宜選択されるが、通常、ジカルボン酸とジアミンの
合計モル数に対して０．１～１５モル％の範囲内で使用される。
【００２８】
本発明のポリアミド組成物の濃硫酸中で測定した極限粘度［η］は、０．４～３．０ｄｌ
／ｇの範囲内であることが好ましく、０．５～２．０ｄｌ／ｇの範囲内であることがより
好ましく、０．６～１．８ｄｌ／ｇの範囲内であることがさらに好ましい。極限粘度［η
］が上記の範囲内にあると、ポリアミドの力学物性、成形性が良好となる。
【００２９】
本発明のポリアミド組成物に金属水酸化物および／または金属酸化物を含有させることに
より、アミド交換反応が抑制され、耐熱性が向上する。これらはポリマー中に酸性触媒、
酸性添加剤などが存在するときに、アミド交換反応によって生じる融点の低下を抑制する
のに特に効果がある。上記の金属水酸化物および／または金属酸化物の含有量は、半芳香
族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して、０．１～２
０重量部の範囲内であることが好ましく、１～１０重量部の範囲内であることがより好ま
しい。
【００３０】
金属水酸化物としては、アミド交換反応を促進させる効果のある酸を捕捉する役割を有す
るものであれば、特に制限はなく、例えば、水酸化マグネシウム、水酸化アルミニウム、
水酸化カルシウム、水酸化バリウム、これらの任意の混合物が挙げられる。これらのうち
でも水酸化マグネシウム、水酸化アルミニウムが酸を還元する効果が大きく、アミド交換
反応を抑制する観点からだけではなく、耐熱性および難燃性の観点からも好ましい。
【００３１】
金属酸化物としては、アミド交換反応を促進する効果のある酸を捕捉する役割を有するも
のであれば、特に制限はなく、例えば、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、酸化カル
シウム、酸化バリウム、これらの任意の混合物が挙げられる。これらのうちでも酸化マグ
ネシウム、酸化アルミニウムが酸を捕捉する効果が大きいため、アミド交換反応を抑制す
るだけでなく、耐熱性、難燃性の観点からも好ましい。
これらの金属水酸化物および／または金属酸化物は、１種または２種以上を使用すること
ができる。
【００３２】
本発明のポリアミド組成物に、臭素系難燃剤を含有させることにより、優れた難燃性を付
与することができる。臭素系難燃剤としては、臭素化ポリスチレン、臭素化ポリフェニレ
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ンエーテル、臭素化ビスフェノール型エポキシ系重合体、臭素化スチレン無水マレイン酸
重合体、臭素化エポキシ樹脂、臭素化フェノキシ樹脂、デカブロモジフェニルエーテル、
デカブロモビフェニル、臭素化ポリカーボネート、パーブロモシクロペンタデカン、臭素
化架橋芳香族重合体などが挙げられる。これらの臭素系難燃剤は１種または２種以上を使
用することができ、特に臭素化ポリスチレンを使用するのが好ましい。また、臭素系難燃
剤はポリアミドとの相溶性を向上させるために、酸基、エポキシ基などで変性されていて
もよく、臭素原子の含有量は１５～８７重量％であることが好ましい。臭素系難燃剤の含
有量は、半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対し
て、１～１００重量部の範囲内が好ましく、１０～７５重量部の範囲内がより好ましい。
【００３３】
本発明のポリアミド組成物は、必要に応じて難燃助剤を含んでいてもよい。難燃助剤とし
ては、錫酸亜鉛、ヒドロキシ錫酸亜鉛、錫酸マグネシウム、錫酸コバルト、錫酸ナトリウ
ム、錫酸カリウム等の錫酸の金属塩；硼酸亜鉛、硼酸カルシウム、硼酸マグネシウム等の
硼酸の金属塩；三酸化アンチモン、五酸化アンチモン、アンチモン酸ナトリウム、酸化錫
、酸化亜鉛、酸化鉄、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウム、カオリン、クレー、炭酸
カルシウムなどが挙げられる。これらの難燃助剤は、ポリアミド中への分散性を向上させ
るためにシランカップラー、チタンカップラーなどで処理されていてもよく、１種または
２種以上を使用することができる。これらのうちでも、アンチモン酸ナトリウム、錫酸亜
鉛、硼酸亜鉛が好ましい。難燃助剤の含有量は、半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリ
アミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して、０．１～５０重量部の範囲内が好ましく、１
～３０重量部の範囲内がより好ましい。また、錫酸の金属塩および硼酸の金属塩は、結晶
水を含んだ形態で使用することもできるが、約４００℃以上の温度で焼成し、結晶水を除
去して使用することが好ましい。これらの化合物は通常粉末状の固体であり、その平均粒
径は、外観により優れた成形品を得る観点から、１００μｍ以下であることが好ましく、
３０μｍ以下であることがより好ましく、１０μｍ以下であることがさらに好ましい。
【００３４】
本発明のポリアミド組成物は、必要に応じて結晶核剤を含んでいてもよい。結晶核剤とし
ては、ポリアミドの結晶核剤として一般的に使用されるものであれば特に制限されず、例
えば、タルク、シリカ、グラファイト、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、ステアリ
ン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸バリウム、ステアリン酸亜鉛
、これらの任意の混合物などが挙げられる。これらのうちでも、タルクがポリアミドの結
晶化速度を増大させる効果が大きいことから好ましい。結晶核剤はポリアミドとの相溶性
を向上させる目的で、シランカップラー、チタンカップラーなどで処理されていてもよい
。結晶核剤の含有量は、半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１０
０重量部に対して、０．０１～１０重量部の範囲内が好ましく、０．１～１重量部の範囲
内がより好ましい。結晶核剤はポリアミドの重合から成形までの任意の段階で添加するこ
とができる。
【００３５】
本発明のポリアミド組成物は、必要に応じて充填剤を含んでいてもよい。充填剤としては
、粉末状、繊維状、クロス状などの各種形態を有する充填剤を使用することができる。粉
末状充填剤としては、例えば、タルク、シリカ、シリカアルミナ、アルミナ、酸化チタン
、酸化亜鉛、窒化ホウ素、チタン酸カリウム、ケイ酸カルシウム、硫酸マグネシウム、ホ
ウ酸アルミニウム、アスベスト、ワラストナイト、チタン酸カリウムウィスカ、炭酸カル
シウムウィスカ、ホウ酸アルミニウムウィスカ、ガラスビーズ、カーボンブラック、グラ
ファイト、二硫化モリブデン、ポリテトラフルオロエチレンなどを挙げることができる。
粉末状充填剤を含有するポリアミド組成物から得られる成形品は寸法安定性、耐熱特性、
化学的物理的特性、摺動特性に優れる。粉末状充填剤の平均粒径は、０．１～２０μｍで
あることが好ましく、１～１００μｍであることがより好ましい。
【００３６】
繊維状充填剤としては、例えば、ポリパラフェニレンテレフタルアミド繊維、ポリメタフ
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ェニレンテレフタルアミド繊維、ポリパラフェニレンイソフタルアミド繊維、ジアミノジ
フェニルエーテルとテレフタル酸またはイソフタル酸からの縮合物から得られる繊維等の
全芳香族ポリアミド繊維、全芳香族液晶ポリエステル繊維、ビニロン繊維などの有機系の
繊維状充填剤；ガラス繊維、炭素繊維、アルミナ繊維、金属繊維、ホウ素繊維等の無機系
の繊維状充填剤が挙げられる。繊維状充填剤を含有するポリアミド組成物から得られる成
形品は、摺動特性に優れるだけでなく、機械特性、耐熱特性、化学的物理的特性などにも
優れる。これらの繊維状充填剤の平均長は、０．０５～５０ｍｍの範囲内が好ましく、成
形性が良好であり、得られる成形品の摺動特性、耐熱特性、機械特性がより優れる点から
、１～１０ｍｍの範囲内がより好ましい。これらの繊維状充填剤は、クロス状などに２次
加工されていてもよい。
【００３７】
上記の充填剤は、１種または２種以上を使用することができる。これらの充填剤の含有量
は、半芳香族ポリアミド（Ａ）と脂肪族ポリアミド（Ｂ）の合計１００重量部に対して０
．１～２００重量部の範囲内が好ましく、０．１～１５０重量部の範囲内がより好ましい
。上記の充填剤はシランカップラー、チタンカップラーなどで処理されていてもよい。
【００３８】
本発明のポリアミド組成物には、必要に応じて、ポリフェニレンスルフィド、ポリオレフ
ィン、ポリエステル、ポリフェニレンオキシド、液晶ポリマー等の他種ポリマー；テフロ
ン（登録商標）等のドリップ防止材；着色剤；紫外線吸収剤；光安定化剤；ヒンダードフ
ェノール系、チオ系、リン系、アミン系等の酸化防止剤；帯電防止剤；可塑剤；離型剤；
滑剤などを配合することもできる。
【００３９】
本発明のポリアミド組成物は、半芳香族ポリアミド（Ａ）、脂肪族ポリアミド（Ｂ）およ
び必要に応じて金属酸化物、金属水酸化物、臭素系難燃剤、難燃助剤、結晶核剤、充填剤
、上記の各種添加剤などの成分を配合することにより製造することができる。配合方法と
しては、押出機を用いた溶融混練による方法が好ましく、２軸押出機による強混練がより
好ましい。充填剤または必要に応じて用いられる添加剤を配合する方法としては、重縮合
反応時に添加する方法、ドライブレンドする方法などを採用することもできる。
【００４０】
本発明のポリアミド組成物は成形性が良好であり、該組成物から射出成形、ブロー成形、
押出成形、圧縮成形、延伸、真空成形などの成形方法により、所望の形状の成形品を製造
することができる。該成形品としては、通常のエンジニアリングプラスチックの各種用途
のみならず、ベアリングリテーナ、ベルトチェーン、クランパー、プーリ、ギア、ケース
類、ワッシャ、ボルト、ナット、トラベラー等の機械部品、ラジエータタンク、エンジン
マウント、ファン、オイルフィルタブラケット、オイルストレーナ、オイルパン、シリン
ダーヘッドカバー、フーエルフィルター、インレットマニホールド、エアダクト、ワイヤ
ーハーネスコネクタ、ジャンクションボックス、スタータコイルボビン、ランプリフレク
タ等の自動車部品、コネクタ、スイッチ、ボリューム、ボビン、リレーベース、コンデン
サ台材等の電気・電子部品、家庭用品などが挙げられる。
【００４１】
本発明のポリアミド組成物を射出成形する際の金型としては、従来の半芳香族ポリアミド
ではより高温の金型温度を必要とするため、使用することが困難であった、水蒸気または
熱水加温金型を使用することができる。本発明のポリアミド組成物は、通常１２０℃程度
までしか温度設定できない水蒸気または熱水加温金型を用いた場合も、十分に結晶化が進
行し、十分高い荷重撓み温度を示す。また、従来の半芳香族ポリアミドに比較して短い金
型冷却時間でも成形品は充分結晶化するため、成形の高サイクル化に繋がる。
【００４２】
【実施例】
以下、実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらにより何ら制限され
るものではない。なお、実施例および比較例において、極限粘度［η］、ガラス転移温度
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、結晶化温度、融点、荷重撓み温度、引張強度、曲げ強度、曲げ弾性率、ＩＺＯＤ衝撃強
度、吸水性、スチーム処理後の強度保持率（耐スチーム性）、アルコール処理後の強度保
持率（耐薬品性）、急冷後の結晶化発熱量（結晶化度）の測定方法および溶融時アウトガ
ス試験（溶融安定性）、耐ブリスタ性、難燃性の評価方法を以下に示す。
【００４３】
極限粘度［η］：
濃硫酸中にポリアミドを溶解して、濃度が０．０５、０．１、０．２および０．４ｄｌ／
ｇの試料溶液を調製し、３０℃におけるインヘレント粘度η i n hを以下のようにして測定
し、これを濃度０に外挿した値を極限粘度［η］とした。
η i n h  ＝［ｌｎ（ｔ１ ／ｔ０ ）］／Ｃ
上記式中、ｔ０ は溶媒の流下時間（秒）を表し、ｔ１ は試料溶液の流下時間（秒）を表し
、Ｃは試料溶液の濃度を表す。
【００４４】
ガラス転移温度：
　ポリアミド組成物のペレットを用いて３３０℃でプレス成形を行うことにより、５ｍｍ
×３０ｍｍ×０．２ｍｍのフィルムを成形し、１２０℃、減圧下で乾燥し、完全に結晶化
させた。このフィルムを用いて、固体引張粘弾性測定装置（レオロジ社製、「ＲＶＥ－４
００」）を用いて、窒素雰囲気下、測定周波数１１ にて、－１２０℃から流動開始温
度まで３℃／分の割合で昇温した時の損失正接（ｔａｎδ）の主分散（α分散）のピーク
温度をガラス転移温度とした。
【００４５】
結晶化温度および融点：
示差熱量走査計（メトラー社製、「ＴＡ－３０００」）を使用し、窒素雰囲気下で一度完
全に溶融状態にしてから常温まで急冷したポリアミド組成物のペレット（試料量１０ｍｇ
）を、窒素雰囲気下で３０℃から１０℃／分の昇温速度で３５０℃まで測定することによ
り、１００℃付近に出現する結晶発熱のピーク値を結晶化温度、３００℃付近に出現する
融解吸熱のピーク値を融点として読み取った。
【００４６】
溶融時アウトガス試験（溶融安定性）：
ポリアミド組成物のペレット１０ｇを内容積１００ｃｃのフラスコに入れ、フラスコの空
間部に１ｃｍ四方の銅箔を上部より吊り下げた。次いで、フラスコに５０ｃｃ／分の流量
で窒素を流しながら、３４０℃のバスに１２０分間浸漬した後、銅箔の着色の有無を目視
により評価した。着色が見られない場合は○、着色が見られた場合は×と評価した。
【００４７】
荷重撓み温度：
ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、６３．５ｍｍ×１３ｍｍ
×３ｍｍの試験片を作製した。得られた試験片を用いて、ＡＳＴＭ　Ｄ６４８に従って１
．８５ＭＰａの負荷を与えたときの荷重撓み温度を測定した。
【００４８】
引張強度：
ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、ＪＩＳ　１号ダンベル型
試験片（厚さ：３ｍｍ）を作製した。得られた試験片を用いて、ＡＳＴＭ　Ｄ６３８に従
って引張強度を測定した。
【００４９】
曲げ強度および曲げ弾性率：
ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、６３．５ｍｍ×１３ｍｍ
×３ｍｍの試験片を作製した。得られた試験片を用いて、ＡＳＴＭ　Ｄ７９０に従って曲
げ強度および曲げ弾性率を測定した。
【００５０】
ＩＺＯＤ衝撃強度：
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ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、６３．５ｍｍ×１３ｍｍ
×３ｍｍの試験片を作製した。得られた試験片を用いて、ＡＳＴＭ　２５６に従ってＩＺ
ＯＤ衝撃強度を測定した。
【００５１】
吸水率：
ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、ＪＩＳ　１号ダンベル型
試験片を作製した。得られた試験片を用いて、２３℃の水中に１日間浸漬したときの重量
増加分を測定し、浸漬前重量に対する割合（％）を算出した。
【００５２】
スチーム処理後の強度保持率（耐スチーム性）：
ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、ＪＩＳ　１号ダンベル型
試験片を作製した。得られた試験片を用いて、耐圧オートクレーブ中で１２０℃、２気圧
の条件下に６０時間スチーム処理を行い、処理後の試験片の引張強度をＡＳＴＭ　Ｄ６３
８に従って測定し、スチーム処理前の試験片の引張強度に対する割合（％）を算出した。
【００５３】
アルコール処理後の強度保持率（耐薬品性）：
ポリアミド組成物を用いて金型温度１００℃で射出成形を行い、ＪＩＳ　１号ダンベル型
試験片を作製した。得られた試験片をメタノール中に２３℃で１６８時間浸漬した後の引
張強度をＡＳＴＭ　Ｄ６３８に従って測定し、メタノールに浸漬する前の試験片の引張強
度に対する割合（％）を算出した。
【００５４】
急冷後の結晶化発熱量（結晶化度）：
ポリアミド組成物のペレットを用いて、１００℃でプレス成形することにより、１０ｍｍ
×５０ｍｍ×０．２ｍｍのフィルムを作製した。得られたフィルムを示差熱量走査計（メ
トラー社製、「ＴＡ－３０００」）を用いて、窒素雰囲気下で３０℃から１０℃／分の昇
温速度で３５０℃まで昇温し、ガラス転移温度を超えた付近に出現する結晶化発熱量を測
定した。この値が小さいほど、フィルムが十分結晶化していることになる。
【００５５】
耐ブリスタ性：
金型温度１２０℃または金型温度１４０℃の条件で射出成形にて成形した、３０ｍｍ×１
０ｍｍ×０．５ｍｍの試験片を温度４０℃、相対湿度５０％の条件で７２時間調湿した。
赤外線加熱炉（山陽精工製、「ＳＭＴスコープ」）を用いて、図１に示す温度プロファイ
ルのリフロー工程を行った。試験片に温度センサーを設置して、温度プロファイルを監視
した。図１中に記載の実測ピーク温度を２５０℃から２７０℃までの区間で５℃刻みで変
化させて試験を実施した。リフロー工程通過後、試験片の外観を観察した。試験片が溶融
せず、且つブリスタが発生しない限界の温度を耐ブリスタ温度とした。ブリスタとは成形
品表面に水脹れ状の脹れが生じる現象である。
【００５６】
難燃性：
以下に示すＵＬ－９４規格の規定に準じて行った。厚さ１ｍｍの射出成形品の上端をクラ
ンプで止めて試験片を垂直に固定し、下端に所定の炎を１０秒間当てて離し、試験片の燃
焼時間（１回目）を測定する。消火したら直ちに再び下端に炎を当てて離し、試験片の燃
焼時間（２回目）を測定する。５片について同じ測定を繰り返し、１回目の燃焼時間のデ
ータ５個と、２回目の燃焼時間のデータ５個の、計１０個のデータを得る。１０個のデー
タの合計をＴ、１０個のデータのうち最大値をＭとする。Ｔが５０秒以下、Ｍが１０秒以
下でクランプまで燃え上がらず、炎のついた溶融物が落ちて１２インチ下の木綿に着火す
ることがなければ「Ｖ－０」、Ｔが２５０秒以下、Ｍが３０秒以下でその他はＶ－０と同
様の条件を満たせば「Ｖ－１」、Ｔが２５０秒以下、Ｍが３０秒以下でクランプまで燃え
上がらず、炎のついた溶融物が落ちて１２インチ下の木綿に着火した場合には「Ｖ－２」
となる。
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【００５７】
以下の実施例および比較例では下記のものを使用した。

ＰＡ９－Ｔ：
特開平７－２２８６９０号公報の実施例１に記載された方法に従って調製した、テレフタ
ル酸単位をジカルボン酸単位とし、１，９－ノナンジアミン単位および２－メチル－１，
８－オクタンジアミン単位をジアミン単位（１，９－ノナンジアミン単位：２－メチル－
１，８オクタンジアミン単位のモル比が８５：１５）とする、極限粘度［η］１．００ｄ
ｌ／ｇ、融点３０８℃、末端封止率９０％（末端封止剤：安息香酸）のポリアミド。
ＰＡ９－９Ｔ：
特開平１２－８６７５９号公報の実施例１に記載された方法に従って調製した、テレフタ
ル酸単位およびアゼライン酸単位（テレフタル酸単位：アゼライン酸単位のモル比が７９
：２１）をジカルボン酸単位とし、１，９－ノナンジアミン単位および２－メチル－１，
８－オクタンジアミン単位をジアミン単位（１，９－ノナンジアミン単位：２－メチル－
１，８オクタンジアミン単位のモル比が８５：１５）とする、極限粘度［η］１．００ｄ
ｌ／ｇ、融点２８４℃、末端封止率９０％（末端封止剤：安息香酸）のポリアミド。
ＰＡ６－６Ｔ：
特開平１２－８６７５９号公報の実施例１に記載された方法に従って調製した、テレフタ
ル酸単位およびアジピン酸単位をジカルボン酸単位（テレフタル酸単位：アジピン酸単位
のモル比が５５：４５）とし、１，６－ヘキサンジアミン単位をジアミン単位とする、極
限粘度［η］１．１０ｄｌ／ｇ、融点３１０℃、末端封止率８９％（末端封止剤：安息香
酸）のポリアミド。
【００５８】

ＰＡ９－９：
　特開平９－３１６１９１号公報の実施例１に記載された方法に従って調製した、アゼラ
イン 位をジカルボン酸単位とし、１，９－ノナンジアミン単位および２－メチル－１
，８－オクタンジアミン単位をジアミン単位（１，９－ノナンジアミン単位：２－メチル
－１，８ オクタンジアミン単位のモル比が８５：１５）とする、極限粘度［η］１．０
０ｄｌ／ｇ、融点１９０℃、末端封止率９０％（末端封止剤：安息香酸）のポリアミド

Ａ６：
　ＵＢＥナイロン（銘柄　１０１３ＢＫ）〔商品名；宇部興産（株）社製〕。ε－カプロ
ラクトンの重合体である、極限粘度［η］１．２ｇ／ｄｌ、融点２２０℃のポリアミド。
ＰＡ６６：
　レオナ（銘柄　Ｂ１３００）〔商品名；旭化成（株）社製〕。アジピン酸と１，６－ヘ
キサメチレンジアミンからなる、極限粘度［η］１．１ｄｌ／ｇ、融点２６５℃のポリア
ミド。
【００５９】

水酸化マグネシウム（和光純薬化学工業（株）製、「１３０－００２３５」）

グリシジルメタクリレートを付加した臭素化ポリスチレン（グレートレイクスケミカル製
、「ＣＮ２０４４Ｃ」；以下、これを「ＧＭＡ－ＰＢｒＳ」と略記する）

錫酸亜鉛（デーケーファイン（株）製、「ＦＬＡＭＴＡＲＤ－Ｓ」）

タルク（富士タルク工業（株）製、「ＰＫＰ－８０」；アミノシラン処理品」）
【００６０】

ガラス繊維（日東紡績（株）製、「ＣＳ－３Ｊ－２５６Ｓ」；以下、これを「ＧＦ」と略
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記する）
ポリテトラフルオロエチレン粉末（デュポン製、「テフロン６－Ｊ」；以下、これを「Ｐ
ＴＦＥ」と略記する）。この充填剤は、ドリップ防止剤としての作用も有する。
【００６１】
実施例１～
　以下の表１に示す各成分を表１に示す割合で予備混合し、これを２軸押出機（株式会社
日本精鋼所製、「ＴＥＸ４４Ｃ」）に供給して、シリンダー温度３２０℃の条件下に溶融
混錬して押出し、冷却、切断して、ポリアミド組成物のペレットを得た。得られたペレッ
トを用いて上記した方法で結晶化温度、融点、溶融安定性を測定または評価した。結果を
表１に示す。また上記した方法で得られたペレットを、シリンダー温度３２０℃、金型温
度１００℃で射出成形して試験片を作製し、得られた試験片を用いて、前記した方法で吸
水率、引張強度、曲げ強度、曲げ弾性率、耐スチーム性、耐薬品性、ＩＺＯＤ衝撃強度、
荷重撓み温度を測定した。結果を表１に示す。また上記した方法で得られたペレットを用
いてプレス成形を行うことによってフィルム（試験片）を作製し、得られたフィルムを用
いて上記した方法でガラス転移温度、急冷後の結晶化発熱量（結晶化度）を測定した。結
果を表１に示す。
【００６２】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【００６３】
比較例１～６
以下の表２に示す各成分を表２に示す割合で予備混合し、これを２軸押出機（株式会社日
本精鋼所製、「ＴＥＸ４４Ｃ」）に供給して、シリンダー温度３２０℃の条件下に溶融混
錬して押出し、冷却、切断して、ポリアミド組成物のペレットを得た。得られたペレット
を用いて上記した方法で結晶化温度、融点、溶融安定性を測定または評価した。結果を表
２に示す。また上記した方法で得られたペレットを、シリンダー温度３２０℃、金型温度
１００℃で射出成形して試験片を作製し、得られた試験片を用いて、上記した方法で吸水
率、引張強度、曲げ強度、曲げ弾性率、耐スチーム性、耐薬品性、ＩＺＯＤ衝撃強度、荷
重撓み温度を測定した。結果を表２に示す。また上記した方法で得られたペレットを用い

10

20

30

40

50

(13) JP 3986889 B2 2007.10.3

４



てプレス成形を行うことによってフィルム（試験片）を作製し、得られたフィルムを用い
て前記した方法でガラス転移温度、急冷後の結晶化発熱量（結晶化度）を測定した。結果
を表２に示す。
【００６４】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６５】
実施例 および比較例７、８
　以下の表３に示す各成分を表３に示す割合で予備混合し、これを２軸押出機（株式会社
日本精鋼所製、「ＴＥＸ４４Ｃ」）に供給して、シリンダー温度３２０℃の条件下に溶融
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混錬して押出し、冷却、切断して、ポリアミド組成物のペレットを得た。得られたペレッ
トを用いて上記した方法で結晶化温度、融点、溶融安定性を測定または評価した。結果を
表３に示す。また上記した方法で得られたペレットを、シリンダー温度３２０℃、金型温
度１００℃で射出成形して試験片を作製し、得られた試験片を用いて、上記した方法で吸
水率、引張強度、曲げ強度、曲げ弾性率、耐スチーム性、耐薬品性、ＩＺＯＤ衝撃強度、
荷重撓み温度を測定した。結果を表３に示す。また上記した方法で得られたペレットを用
いてプレス成形を行うことによってフィルム（試験片）を作製し、得られたフィルムを用
いて上記した方法でガラス転移温度、急冷後の結晶化発熱量（結晶化度）を測定した。結
果を表３に示す。さらに、耐ブリスタ性および難燃性を上記した方法で評価した。結果を
表３に示す。
【００６６】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６７】
【発明の効果】
本発明によれば、優れた成形性、靭性、軽量性、耐熱水性、耐熱性、力学特性、低吸水性
、耐薬品性、溶融安定性を有するとともに、水蒸気または熱水加温金型を用いた低温での
金型冷却が可能であり、かつ得られる成形品が十分な結晶性、ひいては高温下での耐熱性
、剛性、寸法安定性を有するポリアミド組成物が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ポリアミド試験片の赤外線加熱炉通過時の温度プロファイルを示す図である。
本図には、ピーク温度を２６０℃に設定した場合の温度プロファイルが示されている。
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【 図 １ 】
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